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令和 3年度の市民部会の活動進捗報告 
 

 市⺠部会の課題と今年度の活動目標 

市民部会で抽出された課題と今年度の活動目標を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

（令和２年度全体会議より）  

※勉強会の名称については、公開講座に変更する 

 

 今年度の活動実績 

（1）WG・まとめの会 

活動内容 日時 場所 議題 

第 9 回ＷＧ 

16 名参加 

(内オンライン参加 6 名) 

6 月 9 日（水） 

14:00-16:00 
豊田市崇化館交流館 

・バスツアーの検討 

・公開講座の具体的な計画を協

議 

第 10 回ＷＧ 

12 名参加 

(内オンライン参加 5 名) 

8 月 18 日（木） 

13:40-15:30 
豊田市崇化館交流館 

・第 1 回公開講座の総括 

・第 2 回公開講座の具体的計画 

・バスツアーの実施可否 

第 11 回ＷＧ 

12 名参加 

(内オンライン参加 1 名) 

10 月 8 日（金） 

14:10-15:45 
豊田市崇化館交流館 

・第 1 回公開講座の結果報告 

・第 2 回公開講座の当日の動き 

・三河湾大感謝祭の開催方針 

まとめの会 

16 名参加（予定） 

(内オンライン参加 7 名) 

12 月 8 日（水） 

14:00-16:00 
豊田市崇化館交流館 

・今年度の振り返り 

・来年度の活動目標・活動計画 

※参加人数は事務局含む 

（2）公開講座 

活動内容 日時 場所 議題 

第 1 回公開講座 

（マイクロプラスチック

の環境影響） 

98 名参加 

7 月 31 日（土） 

15:00-17:00 

・オンライン 

・スタジオ（豊田市崇化

館交流館） 

・マイクロプラスチックに関

する講演 

・環境への影響に関するディ

スカッション 

第 2 回公開講座 

（ネオニコチノイド系農

薬が及ぼす環境影響） 

87 名参加 

 

11 月 27 日（土） 

15:00-17:00 

・オンライン 

・スタジオ（トンボ研究

所） 

・ネオニコチノイド系農薬に

関する講演 

・環境への影響に関するディ

スカッション 

 

 

 

＜課題＞ ＜今年度の活動目標＞ 

地域部会（山・川・海）合同でのバスツアーを企画・開催する。 

「マイクロプラスチック」「ネオニコチノイド系農薬」の 2 テーマで勉強会を

実施する。 

流域連携 

資料 2 
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 市⺠部会 令和 3 年度の活動成果 まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山川海合同のバスツアーの企画  

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年度の実施を

延期したバスツアーについて、内容を再検討するととも

に、実施に好ましい時期について協議を行った。昨年度の

新型コロナウイルスの感染状況及びワクチンの接種状況を

ふまえ、秋季（11 月頃）の開催を想定し、現地案内者と地

域部会座長の日程調整を行うこととした。その結果、11 月

25 日（木）と 26 日（金）に決定し、調整を進めたが、新

型コロナウイルスの再拡大を考慮し、再度延期することと

なった。 
 

公開講座の実施  

・「マイクロプラスチック」「ネオニコチノイド系農薬」の 2

つのテーマについて、Zoom ウエビナ―によるリモート形式

で開催し、後日 YouTube での配信を行った。 

【第 1 回公開講座】 

 （日程）令和 3 年 7 月 31 日（土）15：00～17：00 

 （テーマ）マイクロプラスチックが生き物を苦しめている 

 （講師）千葉 賢氏（四日市大学環境情報部 教授） 

 （参加者）98 名（ZOOM 参加者 77 名、会場参加者 21 名） 

 

【第 2 回公開講座】 

 （日程）令和 3 年 11 月 27 日（土）15:00～17:00 

 （内容）ネオニコチノイド系農薬が及ぼす環境影響 

 （参加者）87 名（ZOOM 参加者 78 名、会場参加者 9 名） 

 

・公開講座の成果としては、矢作川流域の問題を改めて認識

するとともに、全国への問題提起の場としての役割を果た

した。 

 

流域連携イベントにおける情報発信手法の検討  

・今年度の流域連携イベントは、当初「矢作川感謝祭」「三河

湾大感謝祭」の 2 つを予定していたが、「矢作川感謝祭」は

新型コロナウイルスの感染拡大する時期と重なったため中

止となった。一方で、新たな流域連携イベントとして、「い

い川・いい川づくりワークショップ」に参加し、流域圏懇

談会の活動を全国に PR した。 

・昨年度の流域連携イベント開催時の状況を踏まえ、今年度

の情報発信手法について、話し合いを行った。 
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 活動進捗報告 

 山川海合同のバスツアーの企画 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

・昨年度の計画を踏襲し、再度日程調整を行うとともに、地域部会において内容の再検討を行っ

た。その結果、スケジュールや内容の一部見直しが行われた。 

 

【名称】山から海まで 2日がかりの「矢作川の全て」バスツアー 

【計画日】11月 25 日(木)・11 月 26 日(金)の 2日間、各々日帰りとして計画 

【想定参加人数】50 人程度(※参加は矢作川流域圏懇談会のメンバーに限定) 

【行程計画】次頁にスケジュール案を示す 

 

 

 

  

【今年度の活動目標】 

○地域部会（山・川・海）合同でのバスツアーを企画・開催する。 

≪進捗状況≫ 

・昨年度延期になったバスツアーの内容、時期について再度意見交換を行った。その結果、今年度は秋

季の 11 月頃に行うことになり、調整を行っていた。しかし、新型コロナウイルスの感染拡大の収束

が 9 月頃までみられなかったことから、今年度の実施を再度延期した。 

・次年度において、新型コロナウイルスの感染状況をふまえ、再度設定・実施する。 
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「バスツアーのスケジュール案」 
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「バスツアーの訪問先位置図」 
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 外部への発信を目指した公開講座の実施 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

・昨年度は、勉強会のテーマについて話し合い、近年注目を集めているマイクロプラスチックと、

農薬に使用されているネオニコチノイドに決定した。以前より、市民部会では外部への情報発信

が課題としてあがっており、今回企画している勉強会は、一般の地域住民も対象とした懇談会主

催の初めてイベントとして計画を行っている。候補として挙がった講師の先生には、勉強会への

参加についての依頼を行うとともに、当日のディスカッションの詳細な検討を行った。 

 

・以下の内容で公開講座を実施した。実施については、ZOOM 配信を基本とし、後日 YouTube 配信

を行った。 

 

○マイクロプラスチックが及ぼす環境影響 

（日程）令和 3年 7月 31 日（土）15：00～17：00 

（テーマ）マイクロプラスチックが生き物を苦しめている 

（講師）千葉 賢氏（四日市大学環境情報部 教授） 

（参加者）98名（ZOOM 参加者 77 名、会場参加者 21 名） 

（参加地域）13都道府県（北海道、山形県、茨城県、山梨県、千葉県、東京都、静岡県、愛知

県、三重県、岐阜県、大阪府、兵庫県、福岡県） 

 

○ネオニコチノイド系農薬が及ぼす環境影響 

（日程）令和 3年 11 月 27 日（土）15:00～17:00 

（内容）ネオニコチノイド系農薬が及ぼす環境影響 

（参加者）87名（ZOOM 参加者 78 名、会場参加者 9名） 

（参加地域）15都府県（山形県、栃木県、茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、静岡

県、愛知県、岐阜県、三重県、京都府、奈良県、大阪府、兵庫県） 

 

 

 

【今年度の活動目標】 

○「マイクロプラスチック」「ネオニコチノイド系農薬」の 2 テーマで公開講座を実施する 

≪進捗状況≫ 

・計画どおり、2 つのテーマの公開講座を実施した。 
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 次年度の活動目標・活動計画について 

 

【市民部会の課題・役割】 （令和元年度の全体会議資料より） 

○矢作川の望ましい姿のイメージの可視化・具体的行動 

 

○市民部会としての流域連携テーマの議論 

 

○地域部会の話題・課題を把握できるシステムの構築 

 

○10 年間で新たに見えてきた課題や問題の明確化 

 

○懇談会とつながりの薄い農業や工業の団体との関係構築 
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